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志布志湾の小型底びき網漁業について

漁場及び漁獲物

不破 茂＊

OntheSmallTrawlinShibushiBay・

FishingGrouncandCatch

ShigeruFuwA

Abstract

ToobtainsonefbundmentalinfbrmationonthephaseoffisheryinShibushiBay，ｓｏｍｅｉｎ‐

vestigationsweremadeintothesmall-trawlfishery，oneofthemostimportantfisheriesin

ShibushiBay･Autherexaminedthecatch，itscompositionanditsfishery-ground、

１．Inthecompositionofcatch，ｓｈｒｉｍｐｉｓｃｏｎｐｉｃｕｏｕｓｉｎａｕｔｕｍｎａｎｄｓquidisremarkably

conspicuousinwinter、

２．Itwasascertainedthattheconcentrationoffisherywasnotconfinedtoaspecificarea

butwastranferredｔｏａｆｂｗａｒｅａｓｗｉｔｈａｎｉｎｔｅｒｖａｌｏｆｓｈortperiod・Ｔｈｉｓｓｅｅｍｅｄｔｏｂｅｃａｕｓｅｄ

ｂｙｔｈｅｉｍｐｏｓibilitytocarrtonaspecificarea、

３．Productivityintheo砥horeareawasmorestablethanthatinthecoastalarea・The‐

coastalareaseemedtobeanurserygroundofmarineanimalslivinginShibushiBay．

志布志湾における小型底びき網漁業は志布志湾の水揚量の約10％を占めて'）本海域におけ

る重要な漁業種の一つであり，主としてエビ類，底魚類を対象として操業している．著者は

本漁業の現状を把握するために本漁業の漁獲物組織あるいは季節による漁場の変遷等の実態

を調査していくらかの知見を得たので報告する．

資料及び調査方法

志布志湾は湾口が直接太平洋に面した半開放的な湾であり，また肝属川，菱田川等の河川

が流入している．海底は等深線が海岸線とほぼ平行に走り湾口に向けてゆるやかな傾斜を示

している．底質は砂質又は泥質である．昭和50年10月より昭和51年３月まで小型底びき漁業

の中心的存在である志布志漁協所属の標準的な漁船（3.7トン，２０馬力，１人乗組）を標本

船とし，この標本船の操業毎の曳網航跡と水揚物の種類，重量を記録した．また毎月３～５

日間標本船に同乗して曳網航跡の記録及び漁獲物の調査を実施し非有用物を含めた入網物の

＊鹿児島大学水産学部漁具学研究室（LaboratoryofFishingGear,FacultyofFisheries,Kagoshima

University,Kagoshima,Japan）．
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Fig.１．MapofShibushiBay．
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Ｆｉｇ､２．Schematicdrawingofsmantrawlgear．

一部を研究室に持ち帰り魚類，甲殻類，頭足類につき種類を査定した2)．

漁具及び漁法

漁具の概要はFig.１に示す．全長16.5ｍ,浮子網24.4ｍ,袋網の目合は１５ｍｍである．
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網口を張竹で開口させて船尾より一統曳きする．通常昼頃に出港し翌日早朝に帰港する夜間

操業で曳網速度約２ノット，曳網時間は６～10時間である．操業水域は志布志湾内外の鹿児

島県側で共同漁業権外の水域である．６～７月の湾内＊操業禁止期間と９月～１２月の湾外＊

操業禁止期間がある．また漁期は周年にわたっている．

結 果

（１）出漁日数及び水揚量

出漁日数は冬季に少なく夏季，秋季に多い．これは海況条件に左右されやすい本漁業の特

性を示すものである．１１月に少なくなっているが船体工事による休漁のためである．水揚量

は７～８月と12月，３月にピークがみられる．７～８月はハモ，エソによるものであり12月，

３月はコウイカ類（主としてカミナリイカ）によるものである．このように特定の魚種を多

得することで水揚量がふえている．（Fig.３）水揚物組織をみると秋季にはエビ類がまた冬季

にはイカ類が多得されるのが特徴的である．（Fig.4）調査時に漁獲されたもののうち確認し

たものは魚類76種，甲殻類26種，頭足類８種であった．（Tableｌ）
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＊都井岬と火崎の見通し線より北側を湾内，南側を湾外という．
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Table1．MarineanimalscaughtbysmalltrawlnetduringtheperiodfromOctober
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Table1．（Continued）
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（２）漁場

志布志湾を緯度，経度ともに２．５分毎に引いた線で29区に区分して調査区とした．各月の

ブロック内の延曳網距離を求めて月間の総曳網距離で除したものを各ブロックにおける操業

頻度として表わした．（Fig.６）この図から月によって集中して操業する水域が移動している

のが認められる．１０月は肝属川口沖から内之浦湾口沖にかけての割合沿岸寄りに，１１月は高

崎北方に集中度の高いところがみられる．１２月は枇榔島と高崎との間で集中操業しており１

月もその傾向が続いている．２月になると操業の中心は湾口付近へ移動して火崎沖で集中操

業しており３月も同傾向であるが操業域がやや拡大し集中度の高いところは沖合へ移動して

いる．漁獲の少ない月には各ブロックともに平均的な操業頻度であるが，漁獲の多い月には

集中して操業する漁区がある．記録が完全な10月20日より３月14日までの曳網航跡図より各
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操業時の曳網重心点を求め前回の操業重心点より次回操業時の重心点までの移動量を求めた．

(Fig.７)操業水域は自船の漁獲の内容と他船よりの情報を吟味して決定されるが，大移動は
あまりなく２マイル以上の移動がある場合は漁獲が極端に悪い場合や天候条件等で休漁が長

く続いたあとにおこる．そして移動した水域で漁獲が良好であればその水域で連続的に操業
している．しかし３～５回程度連続して操業すれば水揚量も減じ移動が大きくなる．概して

移動量の大きいときは不漁で小さいときは好漁であり特定の水域で集中的に操業していると
いえる．

（３）単位努力による比較

３各操業時における曳網距離１マイル当りの水揚量を求めて月別にその平均値と変動係数

(標準偏差／平均値）を求めた．また月間の延曳網距離１０マイル以上の漁区について曳網距

離１マイル当りの水揚量を求めた．月別の単位努力当りの水揚量は1.50～2.99ｋｇの階層が
70％を占めており比較的その生産性は高い．これは本漁業の時期と場所を違えながら比較的

高い密度で生息する底生生物をその機動性を十分に生かし集中的に漁獲するという特性を示

すものである．（Fig.８）次に漁区毎の単位努力当水揚をみればどの漁区も12月にピークがみ

られるがこれはイカ類の豊漁によるものである．肝属川などの河川流入の影響を強くうける

と考えられる６，７，８，１２，１３漁区を沿岸域とし１４，１５，１９，２０，２１，２５漁区を沖合域とし

て両水域を比較してみるとその平均水場には顕著な差ではないがやや沿岸域が低いようであ

る．漁場生産力の安定性をみればその変動係数が２回のイカ類の大量入網のために大きくな

った12月を除いていずれの水域も0.2～0.4と非常に小さく安定している．
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考察

本漁業は時季により主対象とする魚種を変えて操業しているが短い周期で漁場移動を続け

ている．これは魚群の移動につれて漁場移動するのではなく特定の水域に漁獲努力を集中し

て数日間の操業で取りつくし新たな高い漁獲のある水域を求めて探索的な操業を続けると考

える．また約２ノットという高速で曳き回すという積極的な漁法であるその漁獲力はかなり

高く安定している．しかし高い漁獲力故に常に新しい高漁場を追い続けており近年曳網時間

の延長等で補償している面もあり本漁業の実質的な生産は低下傾向にあるといえよう．沖合

域が沿岸域よりも生産性が高いということは他水域でも認められている3)が生産力について

は漁具規模や漁法も異なり直接の比較はできないが種類数が多く内湾性から深海性の魚種が

漁獲されるのが志布志湾の特徴といえる．操業時には約20～30％のゴミが入網しゴミは河

口に近いほど多くなる．ゴミの種類は木片，木の根，軽石等が多く空カンやビニール，プラ

スチック等は少ない．このようなゴミについて林4）は海底を覆い漁獲効果を低減させると述

べているが，本海域のゴミの大半は植物質や軽石であり分解されて餌料となりまたそれ自身

が隠れ場としての効果をもちエビ類をはじめとする小動物や幼稚魚の生息場ともなるだろう．

沿岸域での操業時にはチダイ，ワニエソ，カイワリ，ホウポウ等の幼魚が混獲されまた１～

３月にかけて１０～20ｍ水深で操業するバッチ網にチダイをはじめとするこれらの幼魚が多

数混獲されるのを著者は確認しており沿岸域は志布志湾に生息する魚類の生育場となってい

ると考えられる．

要 約

志布志湾の小型底びき網漁業につき調査し次のような結果を得た．

（１）漁獲物は秋季にエビ類，冬季にイカ類が多く特定の魚種を多獲することで水揚量が

ふえている．

（２）短い周期で漁場を移動しておりこれは特定の水域に漁獲努力を集中し取り尽くすこ

とによる．

（３）沖合域は漁場生産力がやや高い．沿岸域は志布志湾に生息する魚類の生息場となっ

ている．

終りに本調査を進めるにあたり有益な御助言を賜った本学部肥後伸夫博士，御協力を載い

た志布志漁協清家智氏にお礼申し上げる．
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